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＜マグネシウム認証標準物質7種類の頒布開始＞ 

日本分析化学会は、実試料の分析時への妥当性確認などのために高純度マグネシウム認証標準物質

として JAC 0141, JSAC 0142 及び JAC 0143 を開発し、汎用マグネシウム合金認証標準物質として

JAC 0151, JSAC 0152 , JSAC 0153 及び JAC 0154 を開発した。マグネシウム中の成分分析におけ

る機器の校正及び分析結果のバリデーションに使用することを目的としたものである。 
 

◇微量元素分析用 高純度マグネシウム認証標準物質◇ 
［JAC 0141～JAC 0143（ディスク状 3 種類）］ 

JIS H 2150 に準拠したインゴットからビレットを作製し、押し出し加工により丸棒にし、
ディスク状に切り出した標準物質で３～６元素を認証した。 
 直径 50 mm 厚さ 20 mm のディスク状：表面を平滑に研磨仕上げ 

 単位 (μg/g) 

 Mg 純度(%) Al, Si, Mn Ca, Zn, Fe Cu, Ni, Pb Li, Ga, Ce 
JSAC 0141 99.9 100 ～ 200 10 ～ 100 1 ～ 10 0.1 ～ 1 
JSAC 0142 99.95 50 ～ 100 10 ～ 50 0.5 ～ 5 0.1 ～ 1 
JSAC 0143 99.99 5 ～ 20 5 ～ 20 0.5 ～ 5 0.1 ～ 1 
 

◇汎用マグネシウム合金認証標準物質◇ 
［JAC 0151～JAC 0154（ディスク状 4 種類）］ 

JIS H 4203 に準拠したマグネシウム合金を連続鋳造で作製したビレットを押し出し加工に
より丸棒にし、ディスク状に切り出した標準物質で Al, Mn, Zn を主成分に他 3～７元素を認
証した。 
  直径 50 mm 厚さ 20 mm のディスク状：表面を平滑に研磨仕上げ 

 

  Al 
(質量分率%) 

Mn 
(質量分率%) 

Zn 
(質量分率%) 

Si, Fe, Cu, Ni 
(μg/g) 

Ca, Ga, Pb, La, Ce 
(μg/g) 

JSAC 0151 3 0.5 1 10 ～ 100 1 ～ 10 

JSAC 0152 6 0.5 1 10 ～ 100 1 ～ 10 

JSAC 0153 9 0.3 1 10 ～ 100 1 ～ 10 

JSAC 0154 6 0.3 0.05 10 ～ 100 1 ～ 10 
 

◇ 頒布方法：真空パックした標準物質(a)をプラスチックケースに入れて頒布します(b) 
 
 
 
 
 
 
                         (a)                         (b) 
◇ 頒布価格：試料１ディスクにつき 
        本会団体会員：40,000 円,それ以外：60,000 円（送料込み、消費税別） 

 ７ディスクセット購入の場合は 10 ％引きとします。 
 
見積及び頒布問合先 〒105-0012 東京都港区芝大門 2-12-7（RBM 芝パークビル) 
 西進商事（株）東京支店〔電話：03-3459-7491，FAX：03-3459-7499， 
  E-mail：info＠seishinsyoji.co.jp，URL：http://www.seishinsyoji.co.jp/〕 
技術問合先 〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-26-2 五反田サンハイツ 304 号  
（公社）日本分析化学会 標準物質委員会 事務局〔電話：03-3490-3352，FAX：03-3490-3572， 

E-mail：crmpt＠ml.jsac.or.jp，URL：https://www.jsac.jp/〕 

認証標準物質_広告.indd   1 2020/09/01   13:16



� iii

カレンダー

2023年
 10月 10・11 日 入門触媒科学セミナー〔大阪科学技術センター 7階 700 号室〕 （7 号 M12）
  10～13 日 第 9 回材料WEEK〔京都テルサ〕 （7 号 M13）
  12 日 2023 年度分析士会総会・研修講演会〔五反田文化会館〕 （6 号 M4）
  13 ほか日 第 28 講研究開発リーダー実務講座 2023　─企業の将来を担う理想の研究開発リーダー像とは？─ 

〔大阪科学技術センター〕 （6 号 M4）
  16・17 日 第 35 回高分子基礎物性研究会講座「高分子測定入門─考え方から解析法まで─」 

〔産総研臨海副都心センター別館会議室 1，2，3〕 （M 14）
  17 日 第 74 回白石記念講座「新たなものづくり：3D 積層造形（Additive Manufacturing）の技術開発動向」 

〔鉄鋼会館 701 号会議室〕 （8 号 M4）
  19・20 日 連合年会 2023（第 36 回日本イオン交換研究発表会・第 42 回溶媒抽出討論会）〔アオーレ長岡〕 （8 号 M5）
  20 日 2023 年度水素・燃料電池材料研究会講座 イオン電導材料が鍵となる次世代エネルギーデバイス 

〔産業技術総合研究所臨海副都心センター〕 （8 号 M5）
  20 日 第 388 回液体クロマトグラフィー研究懇談会 

〔㈱日立ハイテクサイエンス サイエンスソリューションラボ東京〕 （9 号 M2）
  21・22 日 第 59 回 X線分析討論会〔東京都市大学世田谷キャンパス〕 （M 4）
       24・11/1 日  大学院生・ポスドクのための産総研所内紹介と在職女性研究者との懇談会 

 Graduate Students Laboratory Tours and Round Table Talk with Woman Researchers in AIST 
〔オンライン開催〕 （M 14）

  24～26 日 第 59 回熱測定討論会〔日本大学文理学部百周年記念館〕 （M 14）
  25・26 日 第 69 回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会〔福江文化会館〕 （9 号 M4）
  25～27 日 第 72 回ネットワークポリマー講演討論会 

〔東京工業大学すずかけ台キャンパスすずかけ台大学会館〕 （5 号 M6）
  26・27 日 日本金属学会オンライン教育講座「工場材料の応力・歪測定」〔オンライン〕 （M 14）
  27 日 プラズマ分光分析研究会第 120 回講演会　─微量元素の視点で SDGS を考える─ 

〔京都大学宇治おうばくプラザきはだホールおよび Zoomによるオンライン〕 （9 号 M4）
       31～11/2 日  2023 年日本表面真空学会学術講演会〔名古屋国際会議場〕 （M 15）
 11月 2 日 第 36 回新潟地区部会研究発表会〔新潟大学駅南キャンパス ときめいと〕 （M 6）
  2 日 第 72 回プラスチックフィルム研究会講座　 

主題＝加工・プロセス技術によるプラスチックフィルムの新たな展開 
〔東京工業大学大岡山キャンパス西 9号館コラボレーションルーム〕 （M 15）

  2・30 日 第 249・250 回西山記念技術講座「環境劣化の腐食科学と防食技術の新展開」 
〔第 249 回（大阪，対面）：CIVI 研修センター新大阪東 7階 E705 会議室， 
 第 250 回（東京，ハイブリット開催）：鉄鋼会館 701 号会議室〕 （8 号 M5）

  7～9 日 第 62 回 NMR討論会〔横須賀芸術劇場〕 （6 号 M10）
  9・10 日 第 28 回高分子分析討論会（高分子の分析及びキャラクタリゼーション）〔つくば国際会議場〕 （M 7）
  9・10 日 ナノ材料の表面分析講習〔大阪工業大学大宮キャンパス〕 （8 号 M3）
  10 日 日本希土類学会第 41 回講演会〔東京大学 HASEKO-KUMA HALL〕 （8 号 M5）
  10 日 2023 年度日本分析化学会九州支部講演会・支部見学会 

〔講演会：住友化学㈱大分工場内講堂；見学会：㈱住化分析センター大分ラボラトリー〕 （M 9）
  11 日 2023 年北海道地区化学教育研究協議会〔北海道教育大学札幌駅前サテライト〕 （M 10）
  11 日 生物発光化学発光研究会第 38 回学術講演会〔電気通信大学附属図書館マルチメディアホール〕 （M 15）
  11・12 日 第 54 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会〔三重大学工学部〕 （7 号 M12）
  11・12 日 日本腐植物質学会第 39 回講演会および総会〔創価大学大教室 S202〕 （M 15）
  13～15 日 第 44 回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム〔富山国際会議場〕 （6 号 M10）
  14～16 日 第 39 回近赤外フォーラム〔東京大学弥生講堂〕 （7 号 M13）
  20～22 日 「日本膜学会第 45 年会」・「膜シンポジウム 2023」合同大会 

〔早稲田大学リサーチイノベーションセンター（121 号館）B1F〕 （9 号 M4）
  21 日 第 389 回液体クロマトグラフィー研究懇談会〔㈱島津製作所殿町事業所〕 （M 10）
  21・22 日 第 13 回イオン液体討論会〔朱鷺メッセ〕 （M 15）
  22 日 実用表面分析セミナー 2023〔神戸大学百年記念館六甲ホール〕 （9 号 M4）
  25 日 第 16 回千葉県分析化学交流会〔東邦大学薬学部D館 101，102 教室〕 （M 11）
  29 日 第 28 回液体クロマトグラフィー研究懇談会特別講演会・見学会 

〔㈱東レリサーチセンター（TRC）1 号館〕 （M 11）
    29～12/1 日ほか VACUUM2023 真空展〔東京ビックサイト・西ホール〕 （8 号 M5）
       29～12/1 日  第 50 回炭素材料学会年会〔東京エレクトロンホール宮城〕 （8 号 M5）
  　  30・12/1 日  第 38 回分析電子顕微鏡討論会〔オンライン開催（Zoom予定）〕 （9 号 M5）
  　  30・12/1 日  LC-&LC/MS-DAYs 2023　～人財育成～〔琵琶レイクオーツカ〕 （M 12）
 12月 1 日 第 17 回茨城地区分析技術交流会〔ザ・ヒロサワ・シティ会館〕 （9 号 M3）
  1・2 日 第 2 回 LCシニアクラブ〔琵琶レイクオーツカ〕 （M 13）
  7・8 日 第 36 回日本吸着学会研究発表会〔石川県立音楽堂〕 （8 号 M5）
  8 日 新アミノ酸分析研究会第 13 回学術講演会〔大田区産業プラザ Pio〕 （9 号 M5）
  22 日 第 4 回群馬・栃木地区分析技術交流会〔前橋工科大学 1号館多目的ホール〕 （M 14）
2024年
 1月 18・19 日 第 29 回 LC＆ LC/MS テクノプラザ〔横浜市金沢産業復興センター〕 （9 号 M3）
  24 日 東海支部 2023 年度アドバンストセミナー「ソフトマテリアルの機能化技術と研究動向」 

〔オンライン〕 （M 15）
 3月 6 日 2024 年度液体クロマトグラフィー分析士五段認証試験〔日本分析化学会会議室〕 （M 3）
  13 日 2024 年度液体クロマトグラフィー分析士四段認証試験〔日本分析化学会会議室〕 （M 3）
 5月 18・19日 第 84回分析化学討論会〔京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス〕 （M 3）



  

放放射射能能測測定定のの信信頼頼性性をを確確保保すするる放放射射能能標標準準物物質質をを開開発発  

――大大豆豆おおよよびびししいいたたけけ放放射射能能分分析析用用認認証証標標準準物物質質――  

 
（公社）日本分析化学会では，2011 年 3 月の原発事故により広く飛散した放射性物質の放射能

濃度を信頼性高く定量するための認証標準物質を開発し頒布中である。開発された標準物質は，

国内の信頼ある分析機関の計量トレーサビリティが確保された測定機により求められた値に基づ

く共同分析により JIS Q0035(ISO ガイド 35)に準拠して認証値および不確かさが決定された。 

11）） 放放射射能能分分析析用用大大豆豆認認証証標標準準物物質質    

((低低濃濃度度：：JJSSAACC  00776611,,  00776622,,  00776633,,  高高濃濃度度：：JJSSAACC  00776644,,  00776655,,  00776666))  

  〇〇認認証証値値とと拡拡張張不不確確かかささ UU  ((包包含含係係数数  kk  ==  22))    基基準準日日：：22001133 年年 22 月月 11 日日  

                                                                    低低濃濃度度                高高濃濃度度  

113344CCss 放放射射能能濃濃度度  ((BBqq//kkgg))：：      3377..11  ±±  22..66                119900  ±±  1111  

113377CCss 放放射射能能濃濃度度  ((BBqq//kkgg))：：      6688..22  ±±  44..66              334455  ±±  1199  

4400KK 放放射射能能濃濃度度    ((BBqq//kkgg))：：      661199    ±±  6600                  661133  ±±  4400  

〇〇充充填填容容器器とと価価格格  

 JSAC 0761, 0764:U8 容器(50 mm 高さ) 20,000 円, JSAC 0762, 765:100 mL 容器 20,000 円, 
JSAC 0763, 0766:1 L 容器 100,000 円 (価格はいずれも本体価格、送料込み・消費税別) 

22）） 放放射射能能分分析析用用ししいいたたけけ認認証証標標準準物物質質    

((低低濃濃度度：：JJSSAACC  00777711,,  00777722,,  00777733,,  高高濃濃度度：：JJSSAACC  00777744,,  00777755,,  00777766))  

  〇〇認認証証値値とと拡拡張張不不確確かかささ UU  ((包包含含係係数数  kk  ==  22))    基基準準日日：：22001133 年年 1122 月月 11 日日  

                                                                    低低濃濃度度                高高濃濃度度  

113344CCss 放放射射能能濃濃度度  ((BBqq//kkgg))：：        9999  ±±  99                      222255  ±±  1155  

113377CCss 放放射射能能濃濃度度  ((BBqq//kkgg))  ：：      223333  ±±  2200                  553333  ±±  3344  

4400KK 放放射射能能濃濃度度  ((BBqq//kkgg))：：          770077  ±±  5533                  663333  ±±  5500  

〇〇充充填填容容器器とと価価格格  

 JSAC 0771, 0774:U8 容器(50 mm 高さ) 20,000 円, JSAC 0772, 0775:100 mL 容器 20,000 円, 
JSAC 0773, 0776:1 L 容器 100,000 円(価格はいずれも本体価格、送料込み・消費税別) 

＊＊内内容容にに関関すするる問問いい合合わわせせ先先：（公社）日本分析化学会 標準物質係 TEL：03-3490-3351，FAX：

03-3490-3572，E-mail：crmpt@ml.jsac.or.jp, http://www.jsac.jp/srm/srm.html/ 
＊＊頒頒布布にに関関すするる問問いい合合わわせせ先先：西進商事（株）東京支店, TEL：03-3459-7491，FAX：03-3459-7499，
E-mail：info@seishin-syoji.co.jp, http://www.seishin-syoji.co.jp/ 
 

         
 
写真左 U8 容器(50 mm 高さ) 写真右，100 mL 容器，1 L 容器に充填された大豆認証標準物質             
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A3

https://www.jasco.co.jp


A4

https://www.hitachi-hightech.com/jp/science


A5

http://www.ddmcorp.com


A6

大阪支店／
〒573-0094 大阪府枚方市南中振1-16-27
TEL: 072-835-1881　FAX: 072-835-1880

本社／
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-14-10
TEL: 03-3666-2561　FAX: 03-3666-2658URL: http://www.stjapan.co.jp

LC-CollectIR
インターフェースFT-IR MALDI-MSPyroGC/MS高性能GPC

LC-CollectIRは、高い効率にGPCで分離された成分から移動相溶媒を蒸発させ溶質成分のみをFTIR用の「Geディ
スク」、PyroGC/MS用の「熱分解試料カップ」またはMALDI-MS用「ステンレスディスク」に捕集するシステムです。
GPCにより分離された混合物の各成分についてオフラインでの測定が可能になります。FT-IR分光測定やMALDI-MS
により簡単で迅速な分子量分布における共重合体の組成変化解析や、PGC/MSによる構造解析の研究に最適です。
さらに簡易分取装置として使用できるため、従来の分取法と比べ、大幅な時間短縮とコストの削減が可能になります。

本システムでは、GPCフラク
ション毎の赤外スペクトルを
測定可能です。得られたスペ
クトルから官能基の比等をク
ロマトグラムにオーバーラッ
プさせた解析も可能です。

GPCからステンレスプレートに直接サンプリングした上
からマトリックス溶液とカチオン化剤溶液を混合してス
プレーし、MALDI-TOFMSによりマスイメージング測定
を実施しました。

BPA型エポキシ樹脂のFTIRによる組成分析

MALDI-MSイメージング測定

ポリマーブレンドと添加剤の測定
GPCからのフラクションを熱分解
装置用試料カップにトラップする
事で、GPCの溶出時間ゾーン毎に
PyroGC/MS測定が可能となり
ます。得られたスペクトルの解析
により、使用されているポリマー
の種類や割合が解ります。
また、数％程しか使用されていな
い添加剤の特定も可能です。

●混合物の分離と各成分の簡単で迅速な構造解析
●分子量分布における、共重合体の組成変化 
●微細構造解析および樹脂の混合系の判別 

●樹脂の末端や内部構造の推定 
●分子量が近似した物質の分子構造の区別
●簡易分取装置としての利用

応用例

GPC-IR測定

GPC-MALDI-MS測定

GPC-PyroGC/MS測定

サンプル : 
ポリカプロラクトン

RIのクロマトグラムとフラクションゾーン

データは日本電子製JMS-S3000にて取得

マトリックス : THAP
カチオン化剤 : NaTFA

8.0min付近

8.5min付近

9.5min付近

各分取フラクションの
熱分解GC/MS結果

各ピークのFT-IRスペクトル

ピーク①

ピーク③

ピーク④

ピーク⑤

ピーク②

芳香環
エポキシ基
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大学教員になって 30年が過ぎようとしている．バブル絶頂期，一流企業で働く

かつての同級生を横目に，古く薄暗い大学の研究室で‘修行僧’のように研究して

いた博士学生の頃を振り返ると，自分の選択は正しかったのか，と今でもときどき

思うことがある．とはいえ，博士課程に進み，さらには大学教員にまでなったの

は，やはり研究が好きで，論文を読み，実験することが楽しかったからにほかなら

ない．当時，指導教授から与えられた研究テーマが，超高速時間分解分光手法によ

る溶液中の光誘起電子移動過程の解明であった．試料の脱気に必要なガラス細工や

超短パルスレーザー装置の調整など，とにかく実験が面白く，世界レベルのトップ

データを研究成果として出せることに喜びがあった．それから今日まで大学に籍を

置き，自身に興味のあることをテーマに据えて「好きな研究」を何とか続けてこれ

たことは，非常に幸せなことに思える．

この 30年の間に大学を取り巻く社会の状況，そして大学そのものも大きく様変

わりしてきたことは，私と同世代の方々はよくご存じのことと思う．大学進学率の

増加とともに大学教育そのものが質的に大きく変化してきた．さらに，大学での研

究も様変わりしている．短期的な研究成果が求められ，ふたこと目には何に役立つ

のかと訊
き

かれる．また，何か研究をしようにも，外部資金・競争的資金を獲得しな

いとできない．そうなると，やはり「役に立つ研究」をしなくては，となる．製品

開発や技術開発にどう繋
つな

がるのかなど社会問題の解決，あるいは知的好奇心の満足

でもよいから社会にどう貢献できるのかを常に考えざるを得ない．一方で，それと

は別に，研究へのモチベーションは個々の研究者の純粋な好奇心がなければ維持で

きるはずもない．そのためには，競争的資金の獲得につながる研究が必要であり，

研究者にとっての「役に立つ研究」となる．「好きな研究」をしたくて大学教員の

道に入ったが，続けていく中で「役に立つ研究」が重要であり，今後ますます強く

意識することが研究者としての大学教員に求められていくと考えている．

さて，私と日本分析化学会との繋がりは，10年ほど前に愛媛大学工学部応用化

学科の分析研究室に移動してからなので，新参者である．そのときに分析化学会に

入会し，中国四国支部の幹事として仲間に入らせていただいた．それまでは，レー

ザーや顕微鏡を駆使した分光分析装置を開発し，それをツールとして光反応や物性

の解明を目的とした基礎研究を物理化学や光化学の関連学会で発表してきた．分析

化学会の年会・討論会に参加して改めて感じたことは，分析化学は ‘実学 ’により

近いということである．分析化学と機器分析装置開発が，自然科学の学問分野はも

ちろん，医療，食品検査，製品管理，など多岐の応用分野で不可欠であることは言

うまでもない．そこには「役に立つ研究」の種がたくさん転がっているはずであ

る．

〔Asahi Tsuyoshi，愛媛大学大学院理工学研究科，中国四国支部長〕

好きな研究と役に立つ研究

朝　日　 　　剛




